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人口 29．488人
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女 15． 079人
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凝
議
儀
霧
鱗
次
鰯
霞
蛎
識
郷

松
久
保
工
業
団
地
進
出
の
四
社
と

鰯

弼

猫間

錘

：

篭

協定書に調印する企業代表者と（左から）吉田議長、鈴木市長、下山田助役、村田收入役

調
印
式
に
は
、
市
側
か
ら
市

長
、
議
長
、
助
役
、
収
入
役
ら

が
、
進
出
す
る
企
業
四
社
側
か

ら
会
長
、
社
長
ら
最
高
責
任
者

十
二
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

調
印
式
に
先
立
ち
市
で
は
、

さ
る
七
月
二
十
八
川
に
、
進
出

す
る
四
企
業
の
代
表
者
を
拙
き

協
定
内
容
を
説
明
し
て
、
企
業

側
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
社
に

こ
の
協
定
案
を
持
ち
帰
り
、
亜

役
会
な
ど
で
充
分
に
検
討
さ
れ

た
結
果
、
調
印
式
に
臨
ん
だ
も

の
で
す
。

協
定
害
の
内
容
は
、
九
項
目

か
ら
成
り
、
地
域
に
お
け
る
瑚

境
の
保
全
と
公
害
防
止
が
基
本

原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
は
、

○
ば
い
煙
、
粉
じ
ん
、
悪
臭
、

騒
音
、
水
質
汚
濁
な
ど
の
公

害
を
防
止
す
る
た
め
、
公
害

防
止
の
関
係
法
令
な
ら
び
に

茨
城
県
公
害
防
止
条
例
等
を

遵
守
す
る
。

○
工
業
団
地
内
の
他
企
業
と
協

力
し
、
復
合
公
害
を
防
止
す

る
。

Ｃ
公
害
防
止
の
監
視
、
管
理
体

市
で
は
八
月
二
十
日
、
松
久
保
団
地
に
進

出
が
決
っ
た
四
社
と
，
産
業
公
害
防
止
の

た
め
の
「
環
境
保
全
等
に
関
す
る
協
定

害
」
を
取
り
か
わ
し
、
調
印
し
ま
し
た
。

自
治
体
が
単
独
で
進
出
企
業
と
公
害
防
止

協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
県
内
で
は
じ
め
て

と
い
わ
れ
ま
す
。

制
の
確
立
。

○
公
害
が
発
生
し
、
他
に
櫨
害

を
与
え
た
場
合
は
企
業
が
責

任
を
も
っ
て
措
置
す
る
。

○
公
害
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る

施
殺
の
変
災
、
琳
設
等
は
、

事
前
に
市
と
協
議
す
る
。

○
市
が
盗
料
の
拠
出
を
求
め
た

場
合
は
、
す
み
や
か
に
肥
ず

プ
○
・

○
市
は
必
要
に
応
じ
報
杵
を
求

酌
、
ま
た
は
工
場
内
に
「
立

入
り
洲
査
」
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

協
定
を
粘
ん
だ
四
企
業
は
、

山
之
内
製
薬
（
本
社
・
東
京
）

薬
品
の
原
料
部
川
の
製
泄

中
村
自
工
深
川
製
作
所
（
同
・

東
京
）
機
械
工
業

価
和
化
学
工
業
（
同
・
取
京
）

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
外
装
材

大
建
工
業
（
同
。
大
阪
）
新
建

材
の
製
造

松
久
保
工
業
団
地
は
、
市
と

産
炭
地
域
振
興
事
業
団
が
開
発

を
進
め
て
お
り
、
四
十
七
年
三

月
に
造
成
工
事
が
終
り
、
操
業

開
始
は
四
十
八
年
八
月
ご
ろ
の

見
通
し
で
す
。
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民
の
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ま
わ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

明
る
い
市
政
を
つ
く
る
た
め
に

》
こ
の
た
め
に
一
番
大
切
な
こ
と

》
は
、
私
共
と
市
民
の
み
な
さ
ん

鈴
木
藤
太

字
こ
の
間
に
絶
え
ず
狼
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一
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
最
近
は
誤
っ
た
個
人
主
義
‐
か
社
会
に
関
心
を
も
つ
と
い
う

雪
ま
す
。
ら
、
と
か
く
自
分
さ
え
よ
け
れ
こ
と
は
、
当
然
政
治
に
対
し
て

》
私
共
が
ゑ
な
さ
ん
の
声
に
耳
を
げ
他
人
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
も
関
心
を
も
つ
こ
と
で
あ
っ
て

一
傾
け
施
策
に
活
か
し
て
行
く
努
う
考
え
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
明
る
い
市
政
を
つ
く
る
た
め
に

》
力
を
す
る
こ
と
と
、
象
な
さ
ん
し
か
し
み
な
さ
ん
が
そ
ろ
つ
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う

浮
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３
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是

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
く
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

日
も
で
澤
迷
崇
謹
県
と
市
で
敬
老
記
念
品
を
贈
る

の
で
に
論
た
り
牡
会
に
謝
与
し
て
き

－
瓦

》
碓
誕
《
轌
鍔
に
》
》
耐
韮
挫
｛
抄
畦
坪
拙
子
峰
酔
鋸
《
雷
一

老
ま

元
で
い
ろ
い
ろ
な
運
動
が
展
開
さ
潔
蠅
鰔
嘩
霧
罵

敬
つ
一
れ
ま
す
。
電
鍵
の
生
活
を
明
ゞ
十
４
以
上
…
意
ん
に
灘

は
い
お
鵡
黙
軸
淫
龍
唾
縦
長
い
間
社
会
の
た
め
に
つ
く
さ

る
い
家
庭
、
平
和
な
社
会
を
つ
副
譲
函
蛎
溌
姪
跨
都
輌
亘
鎧
諦

目
憲
蕊
篭
撫
蕊
蕊
灘
瀦
。
鱗
蕊
蕊
》
〕
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し
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お
祝
い
す
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こ
と
こ
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く
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
．

燕

釦

Ⅱ

油

弼

計

；

好

踊

藩

齢

撫

蛎

篭

珍

華

‘

史

Ⅱ
涕
開

禄
韓

Ｆ

開

将

弾

Ⅱ叩却Ⅱ

騨

粋

Ⅱ

雄

毎

眼

薪

熱

蕊

、

稗

も

ⅡⅡ

痒

尋
七Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
碑
騨

騨

舜

甦

蕊溌騨 鍵騒鱗蕊藪溌

鮒
蕊蕊 瀧識蕊蕊蕊総鷲蕊驚

議

1 5市長随想
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市
政
に
関
心
を
も
っ
て
、
ど
て
し
あ
わ
せ
に
暮
し
て
ゆ
く
た

う
す
れ
ば
私
連
の
ま
ち
が
住
魏
め
に
は
、
ま
ず
社
会
全
体
を
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県
か
ら
祝
金
二
千
円
、
市
か
ら

日
」
こ
の
日
か
ら
一
週
間
「
老
県
と
市
で
記
念
品
（
毛
糸
の
上
着
）

人
福
祉
週
間
」
と
し
て
、
多
年
八
十
八
才
以
上
の
方
は
次
の

敬
老
記
念
品
を
贈
る

に
わ
た
り
社
会
に
寄
与
し
て
き

と
お
り
で
す
。

》
碓
誕
《
轌
鍔
に
》
》
耐
韮
挫
｛
抄
畦
坪
拙
子
峰
酔
鋸
《
雷
一
割
吟
崎
榊
郡
き
》
恥
州
》

り
に
市
長
か
ら
敬
老
記
念
品
な
矯
手
蠣
軒
森
辨
毛
唖
織

で
い
ろ
い
ろ
な
運
動
が
展
開
さ

ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
八
春
日
町
兼
子
ツ
ル
蛇
才

れ
ま
す
。
老
後
の
生
活
を
明
る

十
八
才
以
上
の
み
な
さ
ん
に
は
上
手
綱
大
高
く
ら
弧
才

く
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、

桑
ん
な
で
こ
れ
に
協
力
し
、
明
長
い
間
社
会
の
た
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に
つ
く
さ
安
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も
市
政
に
関
心
を
も
っ
て
、
ど
て
し
あ
わ
せ
に
暮
し
て
ゆ
く
た
こ
と
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
ご
雲

う
す
れ
ば
私
迷
の
ま
ち
が
住
象
め
に
は
、
ま
ず
社
会
全
体
を
住
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
垂

よ
く
な
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
蕊
よ
い
も
の
に
す
る
努
力
を
一
と
思
い
ま
す
。
一

い
て
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
人
一
人
が
積
み
重
ね
な
く
て
は
私
共
も
で
き
る
だ
け
部
落
懇
》

と
も
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
な
り
ま
せ
ん
。
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九
月
十
二
日
に

老
人
福
祉
大
会

市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
の
「
老
人
福
祉
大
会
」
は

九
月
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
高

萩
中
学
校
体
育
舘
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
日
ご
ろ
顔
を

合
わ
せ
る
機
会
の
す
ぐ
な
い
お

年
よ
り
の
み
な
さ
ん
が
、
年
に

一
度
、
一
堂
に
集
ま
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
問
題
を
話
し
合
っ
た
り

各
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
の
ど
自

慢
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
楽
し
も
う
と
い
う
も
の
で

す
。

ま
た
高
萩
小
学
校
長
鈴
木
金

次
郎
先
生
の
「
家
庭
に
お
け
る

老
人
と
子
ど
も
」
と
題
し
た
講

演
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ゑ
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。活

躍
す
る

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

市
で
は
、
老
人
だ
け
で
日
常

の
生
活
に
苦
労
し
て
い
る
家
庭

を
訪
問
し
、
身
の
ま
わ
り
の
世

話
を
し
た
り
、
話
し
相
手
に
な

っ
た
り
し
て
活
躍
し
て
い
る
二

人
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
お
り

ま
す
。

小
野
よ
し
子
さ
ん
（
老
人
家
庭

奉
仕
員
）
と
五
島
マ
サ
キ
さ
ん

（
ね
た
き
り
老
人
奉
仕
員
）
の

二
人
で
、
老
後
を
す
こ
し
で
も

楽
し
く
安
定
し
た
生
活
を
し
て

も
ら
お
う
と
、
日
曜
を
除
く
毎

日
各
地
の
老
人
家
庭
へ
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

高
萩
市
七
度
目
の
優
勝

市
町
村
野
球
大
会

茨
城
新
聞
社
、
県
教
育
委
員

会
主
催
の
県
市
町
村
野
球
大
会

は
、
八
月
十
六
日
水
戸
市
の
県

営
野
球
場
で
水
戸
市
（
コ
ト
ブ

キ
）
と
高
萩
市
（
高
萩
市
役
所
）

で
決
勝
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が

高
萩
市
の
安
井
明
徳
選
手
が
ノ

ー
ヒ
ッ
ト
・
ノ
ー
ラ
ン
の
好
投

力
、
兇
ゼ
、
一

○
で
水
戸
市
を

降
し
、
三
年
ぶ
り
七
度
目
の
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

水
泳
教
室
で
認
定
害

七
月
二
十
八
日
か
ら
一
週
間

高
萩
中
プ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た

水
泳
教
室
は
一
三
六
人
が
参
加

し
、
終
了
後
市
教
育
委
員
会
独

自
の
認
定
書
を
授
与
し
ま
し
た

一
級
千
葉
茂
、
二
級
佐
藤
忠
、

増
子
要
作
、
小
堀
文
夫

に
ぎ
や
か
に
盆
踊
り

８
月
蝿
、
四
日
の
両
日
、
市

商
工
会
主
催
に
よ
る
納
凉
盆
踊

り
大
会
が
市
役
所
前
広
場
に
お

い
て
、
両
日
と
も
二
千
人
以
上

の
人
出
で
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ

れ
、
夏
の
夜
を
楽
し
く
す
ご
し

ま
し
た
。

四
日
に
は
、
仮
装
コ
ン
ク
ー
ル

大
会
が
行
な
わ
れ
三
十
組
が
参

加
し
、
ど
じ
ょ
う
す
く
い
の
ス

タ
イ
ル
の
上
野
進
さ
ん
（
大
和

町
）
に
市
長
賞
が
、
そ
の
ほ
か

参
加
者
に
た
く
さ
ん
の
賞
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

瀞
慰
對
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市報アルル戦榊幽

高
萩
市
（
騨
唾
霜
睡
に
一
位

県
珠
算
競
技
大
会

難
癖…蝋弾き ~蕊

鷺』

八
月
二
十
二
口
、
水
戸
伽
士

付
届
問
校
で
行
な
わ
れ
た
全
川

商
工
珠
算
連
Ⅲ
荻
城
支
部
、
県

商
工
連
合
会
主
催
の
珠
算
競
技

大
会
で
、
高
萩
の
選
手
全
員
が

入
賞
す
る
活
雌
を
し
ま
し
た
。

団
体
▽
小
学
校
低
学
年
一
位

▽
小
学
校
高
学
年
二
位
▽
中
学

校
二
位
▽
高
校
一
般
の
部
一
位

仙
人
▽
小
学
校
低
学
年
一
位

川
本
満
広
（
島
名
）
、
二
位
白
土

聡
（
島
名
）
、
浅
川
秤
子
（
台
高

萩
）
▽
中
学
校
三
位
雌
町
雅
子

（
高
浜
町
）
、
高
久
早
苗
（
行

人
塚
）
▽
高
校
一
般
一
位
高
久

豊
次
（
行
人
塚
）
、
二
位
小
川

康
子
（
安
良
川
）
、
三
位
小
室

隆
（
高
浜
町
）

蕊

溌織鵠､ …識

花貫ダム定礎式
花貫ダムの定礎式が8月11日、岩上知事、鈴木市長

らが参列して現地で行なわれました。

このダムは、花貫川のほぼ中央をせき止めて貯水、治水

股、工業水のほか飲料水なとゞ多口的の県内で二番目のダ

ムになります。完成は48年3月の予定です。

二

十
年
ぶ
り
の
天
王
箪

子
ど
も
み
こ
し
も
参
加

蕊バレーボール日加が優勝
8月22日、高萩中学校体育舘において矛4回ママさんバ

レーボール大会が行なわれました。

今年は昨年より2チーム多い170人の参加があり、終始の

びのびとなごやかな雰Im気のうちに試合がくりひろげられ

楽しい1日をすごしました。

優勝は1年ぶり3度目の日本加工紙チーム、準優勝は束

チーム、 3位は有明町チームでした。

八
月
七
、
八
日
の
両
日
、
本

町
春
日
町
行
年
会
合
同
に
よ
る

夏
ま
つ
り
（
天
王
尊
）
が
盛
大

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
た
ち
は
元
気
よ
く
四

台
の
樽
朶
こ
し
を
、
ま
た
本
象

こ
し
は
滝
神
社
の
一
台
を
若
者

た
ち
が
威
勢
よ
く
か
つ
ぎ
出
し

市
街
地
を
ね
り
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
天
王
尊
ば
二
十
年
ぶ
り

の
こ
と
で
、
市
民
の
な
か
に
は

た
い
へ
ん
な
つ
か
し
い
，
来
年

も
ぜ
ひ
や
っ
て
欲
し
い
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

‐
・
一
．
白
露
（
は
‐
く
る
Ⅱ

一
封
壬
梵
日
）
を
す
ぎ
る
と

｝
》
〆
畿
巽
黎
替
の
用

岬
エ
由
思
す
ず
風
か
立
ち
は

壁
烈
礎
懲
鮮

＆
』
・
に
気
を
と
ら
れ
、
う

す
よ
ご
れ
た
夏
も
の
の
衣
類
が

じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
き
ま
す
。
洗

っ
て
お
い
た
は
ず
な
の
に
、
妙

に
汗
く
さ
く
、
押
入
れ
の
す
ゑ

に
丸
め
て
ほ
う
り
こ
ん
で
あ
っ

た
も
の
を
見
つ
け
て
、
あ
れ
か

ら
ま
た
、
い
つ
出
し
て
着
た
の

か
し
ら
：
。
な
ど
と
、
さ
ん
ざ
ん

ご
や
っ
か
い
に
な
っ
た
夏
も
の

の
後
仕
末
を
思
い
出
さ
せ
ま

す
。
う
す
も
の
の
汚
れ
は
目
立

た
な
い
よ
う
で
も
一
度
そ
で
を

通
し
た
ら
、
必
ず
水
を
通
し
て

お
か
な
い
と
汚
れ
は
意
外
に
ひ

ろ
が
っ
て
、
重
ね
て
し
ま
っ
て

お
い
た
他
の
衣
類
ま
で
汚
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
う
着
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た

半
そ
で
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ

ゥ
ス
は
、
日
の
商
い
う
ち
に
洗

い
あ
げ
、
ア
イ
ロ
ン
で
仕
卜
げ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

夏
ぶ
と
ん
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
を

一
度
に
や
っ
て
し
ま
お
う
と
思

う
と
大
変
で
す
が
、
毎
日
二
’

三
枚
ず
つ
決
め
て
や
っ
て
い
け

ば
、
そ
れ
ほ
ど
手
間
も
か
か
り

ま
せ
ん
。
お
部
屋
の
カ
ー
テ
ン

も
、
白
い
レ
ー
ス
の
も
の
は
暖

か
味
の
あ
る
も
の
を
用
意
し
ま

し
ょ
う
。
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一里一

☆
股
地
取
得
資
金

こ
の
資
金
は
、
股
地
ま
た
は

採
草
放
牧
地
を
腓
入
し
て
自
立

経
営
で
き
る
飢
棋
に
拡
大
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
貸
出
さ
れ
る

賞
金
で
す
。
貸
付
限
度
額
は
二

百
万
円
で
、
年
利
三
分
五
厘
、

償
通
期
間
は
二
十
年
以
内

☆
未
恕
地
取
得
野
金

未
悲
地
（
山
林
原
野
等
）
を
購

入
し
て
、
自
立
経
営
で
き
る
規

模
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
貸

出
さ
れ
る
資
金
で
す
。
貸
付
限

度
額
百
万
円
、
年
利
、
償
還
期

川
は
農
地
眼
得
残
金
に
同
じ

☆
自
作
農
維
持
資
金

不
時
の
炳
凱
や
災
害
に
あ
る

い
は
相
紘
な
ど
の
朏
聾
に
よ
っ

て
、
自
作
地
や
自
作
採
草
放
牧

地
な
ど
を
手
放
す
甥
合
か
、
ま

た
は
そ
れ
ら
の
事
帖
の
た
め
に

市
議
会
議
員

川
松
光
彦
氏
逝
去

元
市
識
会
談
長
川
松
光
彦
氏

が
、
痢
気
抹
養
中
の
処
、
八
月

十
九
日
午
前
十
一
時
三
○
分
頃

六
十
三
才
を
も
っ
て
逝
去
さ
れ

ご
存
知
で
す
か
〃

自
作
農
資
金
制
度

ま
し
た
。

川
松
氏
は
Ｍ
和
二
十
二
年
町
一

会
議
員
に
当
選
以
来
、
各
委
目
星

会
委
員
長
、
市
議
会
議
長
等
を

歴
任
、
ま
た
常
磐
土
建
会
社
会
↓

長
と
し
て
、
そ
の
手
腕
が
期
待
・

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

葬
儀
は
二
十
六
日
玖
台
寺
に
｝

おいておごそかに行なわれました。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

細
分
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
な
場
合
に
、
農
業
経
営
の

維
持
安
定
の
た
め
に
貸
川
さ
れ

る
資
金
で
す
。

①
相
続
、
疾
病
、
負
傷
、
湘
外

移
住
、
負
債
整
理
盗
金
は
貸

付
限
度
額
三
十
万
円
、
圧
利
五

分
、
償
還
期
刷
二
十
年
以
内

②
災
害
資
金
は
貸
付
限
度
額
五

十
万
円
、
年
利
、
償
還
期
間

は
①
と
同
じ
で
す
。

☆
借
受
け
手
続

借
入
れ
を
希
望
す
る
と
き
は

農
業
委
員
会
で
、
申
請
用
紙
と

借
入
申
込
書
の
交
付
を
う
け
、

所
定
の
事
項
を
記
入
し
、
申
請

書
は
農
業
委
員
会
に
、
借
入
申

込
雪
は
農
業
協
同
組
合
に
そ
れ

ぞ
れ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
ち
ら
の
盗
金
も
法
祁
、
政

令
等
に
基
づ
い
て
口
立
経
営
鵬

国
体
標
語
募
集

③

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

「
水
と
緑
の
ま
ど
こ
ろ
川
体
◎
応
券
資
格

」
館
二
十
九
Ｍ
茨
城
国
体
を
県
①
茨
城
県
内
に
居
住
す
る
者

②
作
品
は
自
作
未
発
表
の
も

民
総
参
加
で
成
功
さ
せ
る
た
め

の

茨
城
国
体
川
樅
の
正
式
決
定
を

③
官
制
は
が
き
を
使
用
し
、

機
会
に
県
民
迎
勤
を
く
り
ひ
げ
一
枚
に
つ
き
一
点
を
た
て

る
と
と
も
に
叫
民
ひ
と
り
ひ
書
に
し
、
運
動
項
目
の
極

と
り
が
自
主
的
実
践
活
醐
を
す

類
を
付
記
し
て
く
だ
さ
い

④
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職

す
め
る
た
め
の
標
語
を
募
集
し

業
、
学
校
名
、
学
年
を
明

ま
す
”

記
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ
標
語
主
迦
◎
締
切
期
限

①
美
し
い
環
境
づ
く
り
連
動

昭
和
四
十
六
年
十
末
日

◎
送
り
先
水
戸
市
三
ノ
丸
一

②
親
切
に
し
あ
う
運
動

丁
目
茨
城
県
庁
国
体
局
内
矛

③
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー

ニ
十
九
回
国
民
体
育
大
会
茨

シ
コ
ー
ン
に
軌
し
む
運
動

城
県
実
行
委
員
会
事
務
局

④
事
故
を
な
く
す
運
動
◎
問
い
合
せ
先
市
役
所
内

⑤
郷
士
を
知
る
運
動
国
体
準
備
委
員
会
へ

保
養
所
「
か
も
め
荘
」

女
子
職
員
募
集

◇
女
子
業
務
員
若
干
名

◇
採
用
条
件
妬
才
ま
で
の
健

康
で
住
込
み
可
能
な
者

◇
待
遇
給
与
二
万
五
千
円
１

家
を
育
成
し
、
農
業
生
産
を
向

上
さ
せ
よ
う
と
い
う
川
の
政
策

目
的
の
た
め
の
資
金
で
、
い
わ

ゆ
る
制
度
金
融
と
い
わ
れ
る
も

の
の
一
つ
で
、
農
林
漁
業
金
融

公
庫
か
ら
貸
し
出
さ
れ
ま
す
か

ら
、
一
般
金
融
と
く
ら
べ
て
利

率
が
低
く
、
償
逝
期
間
も
長
く

農
家
と
し
て
は
、
安
心
し
て
借

り
ら
れ
る
資
金
で
す
。

な
お
、
詳
細
は
市
役
所
内
農

業
委
員
会
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

１
１
１

三
万
五
千
、
諸
手
当
、
社
会

保
険
、
年
金
制
度
あ
り

◇
勤
務
地
茨
城
県
大
洗
町
保

養
所
「
か
も
め
荘
」

◇
応
募
要
領
履
歴
書
を
水
戸

市
三
の
丸
茨
城
県
自
治
会
舘

内
市
町
村
共
済
組
合
総
務
課

あ
て
郵
送
の
こ
と

◇
採
用
決
定
書
類
選
考
の
う

え
面
接
日
を
迪
知
す
る

市
職
員
募
集

◇
口
動
車
運
転
手
若
干
名

住
込
み
用
務
員
一
名

◇
待
遇
市
規
則
に
よ
る

◇
受
付
９
月
即
日
午
前
９
時

か
ら
９
月
溺
日
午
前
ｎ
時

◇
試
験
日
９
月
酩
日
市
役
所

◇
問
合
せ
先
市
役
所
人
事
担

当
電
研
二
二
五
○
内
線
一
九

１
１
１
１

◎
結
核
検
診
・
予
防
接
諏
を

次
に
よ
り
行
な
い
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
も
れ
な
く
受
け
て
く

だ
さ
い
。

該
当
者
満
一
才
以
上
１
二
十

九
才
ま
で
の
者
で
、
勤
務
先

ま
た
は
学
校
で
受
け
な
か
っ

た
者
。

受
診
票
問
診
表
は
衛
俳
委
員

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
当
日

記
入
し
て
受
付
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
乳
児
検
診
は
、
い
ろ
い
ろ
の

予
防
接
種
を
受
け
る
際
の
参
考

結
核
・
乳
児
検
診
の
お
知
ら
せ

結核検診日程 乳児検診 日程

月日 職 所 ｜ 地ｸﾘ息 3CG接
ヅゾベノレ

陵

日 場

に
柿
間

区

月日 時所月
下手綱公民館旧松岡地区全般9 8

｜)．199． 8横川小学校

〃下君田小学校

〃 ｜上君田小学校

〃 若栗公民館

〃下手綱公民館

9.143大能公民館

〃中戸川公民館

〃 秋ⅡI小学校

9．21高萩保健所

9.28研修会館

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
２
０
４
１
４
１
０
３
３

１
２
３
３
４
１
２
３
２
２

一
一
一
一
一
一
へ
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
１
４
２
０
３
５
３
３
３

１
２
２
３
４
１
１
２
１
１

秋| | | ･烏名･尚萩
北方

秋山小学脳9． 9

9,0高祇保他所 jぐ艮川･石滝
と
な
り
、
こ
ど
も
の
発
育
状
況

に
つ
い
て
専
門
的
な
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

も
れ
な
く
受
診
し
て
く
だ
さ
い

該
当
者
昭
和
四
十
五
年
六
月

一
日
Ｉ
昭
和
四
十
六
年
五
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
。

受
付
時
間
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
三
十
分
ま
で

当
日
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し

該
当
者
は
通
知
が
な
く
と
も
受

け
て
く
だ
さ
い
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